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６月定例会
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▲�津山小５・６年生の児童が、７月６日の天
童紅花まつり開園式で、勇壮な「湯の上太
鼓」の演奏を披露しました。津山の豊かな
自然を表現した迫力ある太鼓の音色が響き
わたり、まつりに彩りをそえました。

２  議会改革７
３  一般質問　１１人
７  臨時会、議会のうごき
 ８　予算特別委員会　平成２５年度６月補正予算
 ９　討論　５件
 １０　提出された議案とその結果
 １１　特集 議会では⑰　政務活動費
 １２　議会報告・意見交換会の報告
 １４　常任委員会　行政視察の報告
 １６　市民の声・９月定例会の日程（予定）



６ 月 定 例 会

議会
 改革７

議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
決
定

　議
会
・
議
員
の
活
動
原
則
、
果
た
す
べ
き
役
割
や
責
務
を
明
確
に
し
ま
す
。

■
議
会
基
本
条
例
と
は

　
全
国
の
地
方
議
会
に
お
い
て
、

議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則
、
果

た
す
べ
き
役
割
や
責
務
な
ど
を
定

め
た
「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定

が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
「
議
会
基
本
条
例
」
は
、
平
成

１８
年
５
月
に
北
海
道
栗
山
町
が
地

方
分
権
の
時
代
に
対
応
し
た
議
会

運
営
の
ル
ー
ル
と
し
て
制
定
し
た

の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
県
内
の
状
況

　
県
内
１３
市
に
お
い
て
も
、
平
成

２３
年
４
月
の
酒
田
市
を
初
め
と
し

て
、今
年
の
春
ま
で
に
、村
山
市
、

寒
河
江
市
、
山
形
市
、
米
沢
市
の

５
市
で
「
議
会
基
本
条
例
」
が
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
内
の
町
村
に
お
い
て

も
庄
内
町（
平
成
２０
年
４
月
施
行
）

な
ど
で
制
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
県
議
会
に
お
い
て
も
平

成
２６
年
９
月
定
例
会
を
目
途
に
制

定
す
る
と
い
う
こ
と
で
協
議
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
天
童
市
議
会
の
取
り
組
み

　
天
童
市
議
会
は
、
平
成
２４
年
３

月
に
「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿

を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
会

改
革
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
改
革
の
内
容

は
、
内
部
規
定
や
申
し
合
わ
せ
事

項
の
改
正
な
ど
が
多
い
た
め
市
民

に
は
分
か
り
に
く
い
も
の
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
議
会
改
革
の
内
容
や

活
動
原
則
、
基
本
理
念
な
ど
を
明

ら
か
に
し
て
、
市
民
の
議
会
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
に
、「
議
会

基
本
条
例
」
を
制
定
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

■
条
例
案
策
定
委
員
会
を
設
置

　
議
会
基
本
条
例
を
制
定
す
る
た

め
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
に
５

委
員
か
ら
成
る
小
委
員
会　
議
会

基
本
条
例
案
策
定
委
員
会
（
山
崎

諭
座
長
）
を
設
け
て
条
例
案
を
協

議
し
て
い
ま
す
。

開　催　予　定　日
＊�議会基本条例の案をまとめる小委員会の進行状
況によって、議会改革特別委員会の開催日程が
決まります。
＊�議会改革特別委員会の開催日程が決まり次第、
ホームページ等でお知らせします。
＊�一般傍聴席は２０席です。傍聴希望者は開会１０分
前までに所定の受付をしてから入室してくださ
い。また、休憩時を除き入退室はできません。
＊�詳しくは、議会事務局までお問い合わせくださ
い。

議会改革特別委員会の開催予定

検討・協議した
項目 検　討　結　果

議員定数・議員
報酬について

議会報告・意見交換会で出され
た意見に対して、議会だよりで
回答することに決定した。

議会基本条例に
ついて

制定することに決定した。条例
の案を協議する小委員会を設置
し、条例案ができしだい再度検
討を行う。

議会改革特別委員会の検討結果

　平成２５年度第２回市議会定例会（６月定
例会）は、６月７日から２１日までの１５日間
の会期で開かれました。
　市長提出の報告６件は初日に報告され、
そのほか、平成２５年度一般会計補正予算を
はじめとする予算議案２件、条例議案等６
件、請願３件については、予算特別委員会
及び所管常任委員会に付託され、最終日の
本会議で採決が行われました。
　また、最終日の本会議に市長提出の議案
１件（市長等の常勤特別職及び市職員の給
与を臨時特例的に減額する議案）が追加提
出され採決が行われました。
（採決結果は１０ページに掲載してあります。）

審　議　日　程
月　日 内　　　容

６．７（金） 本会議（�会期の決定、提案理由の説明、討
論、表決など）

６．１１（火）
６．１２（水） 本会議（市政に対する一般質問）

６．１３（木） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

６．１４（金） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）
６．１７（月） 予算特別委員会（付託案件の審査）

６．１８（火） 予算特別委員会（討論、表決）
経済建設常任委員会（付託案件の審査）

６．２１（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）
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６月１４日から１６日まで、ＪＲ仙台駅で天童をＰＲ

市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、６月１１日、１２日の２
日間の日程で、１１人の議員が行いました。
　観光振興をはじめ、公共施設の改築や透明な市
政運営について、市長や教育長の見解を求めました。

★
清
新
会

山
口
桂
子
議
員

＊
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

＊
相
談
窓
口
体
制
の
充
実
に
つ

い
て

＊
発
達
障
が
い
者
の
実
態
と
福

祉
の
里
構
想
の
進
展
に
つ
い

て
＊
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

に
つ
い
て

＊
天
童
高
原
整
備
開
発
に
つ
い
て

水
戸
芳
美
議
員

＊
天
童
公
園
に
つ
い
て

＊
市
立
公
民
館
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
に
つ
い
て

＊
天
童
二
中
周
辺
環
境
整
備
に

つ
い
て

矢
萩
武
昭
議
員

＊
市
職
員
の
育
成
シ
ス
テ
ム
と

評
価
に
つ
い
て

★
自
公
・
政
和
会

松
田
光
也
議
員

＊
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
存

し
た
公
共
施
設
改
築
に
つ
い

て
＊
国
道
４８
号
の
西
へ
の
延
伸
に

つ
い
て

結
城
義
巳
議
員

＊
理
数
科
教
育
の
重
視
に
つ
い
て

＊
名
誉
市
民
の
周
知
に
つ
い
て

後
藤
和
信
議
員

＊
独
居
等
の
高
齢
者
の
安
否
確

認
に
つ
い
て

＊
６
次
産
業
の
育
成
と
、
市
内

農
産
物
を
活
用
し
た
商
品
開

発
と
Ｐ
Ｒ
の
推
進
に
つ
い
て

★
市
民
ク
ラ
ブ

茂
木
孝
雄
議
員

＊
市
民
に
開
か
れ
た
透
明
な
市

政
運
営
に
つ
い
て

＊
天
童
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

狩
野
佳
和
議
員

＊
市
長
の
給
与
に
つ
い
て

＊
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
支
援

に
つ
い
て

海
鋒
孝
志
議
員

＊
子
育
て
支
援
日
本
一
へ
の
具

体
的
政
策
に
つ
い
て
（
就
学

前
・
乳
幼
児
期
の
対
策
）

＊
小
中
学
校
の
学
級
運
営
に
つ

い
て

★
日
本
共
産
党
天
童
市
議
団

石
垣
昭
一
議
員

＊
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し
と

保
護
基
準
引
き
下
げ
の
影
響

に
つ
い
て

＊
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
に

つ
い
て

伊
藤
和
子
議
員

＊
参
加
者
に
喜
ば
れ
る
敬
老
会

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

＊
倉
津
川
の
し
だ
れ
桜
の
整
備

に
つ
い
て

質
問
者
と
質
問
事
項
（
☆
印
は
会
派
名
）

山
形
Ｄ

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｃ
で

天
童
市
の
Ｐ
Ｒ
を

観　　光

山
口
桂
子
議
員

　
来
年
の
山
形

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
の
成
功
に
向
け

て
、
特
に
、
観
光
資
源
の
磨
き
上

げ
と
、
市
民
あ
げ
て
の
「
お
も
て

な
し
の
心
」
を
ど
の
よ
う
に
盛
り

上
げ
、
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
市
が
中
心
と
な
っ

て
、
温
泉
組
合
や
商
工
会
議
所
、

観
光
物
産
協
会
な
ど
関
連
す
る
団

体
と
の
協
働
が
重
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

山
本
市
長　
山
形
Ｄ
Ｃ
に
対
応
す

る
た
め
、
５
月
に
、市
を
は
じ
め
、

観
光
物
産
協
会
、
天
童
温
泉
協
同

組
合
、
Ｊ
Ｒ
天
童
駅
、
Ｊ
Ａ
て
ん

ど
う
、
天
童
商
工
会
議
所
か
ら
成

る
企
画
検
討
会
が
発
足
し
た
。
今

後
協
議
を
重
ね
、
旅
行
商
品
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、「
お
も
て
な

し
の
心
」
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

市
民
あ
げ
て
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

　
今
年
は
８
月
２８
日
か
ら
３０
日
に
、

国
内
旅
行
業
者
を
対
象
と
し
た
全

国
宣
伝
販
売
促
進
会
議
等
が
実
施

さ
れ
、
そ
れ
に
向
け
て
観
光
資
源

の
磨
き
上
げ
や
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
採
用
さ
れ
る
よ
う
な
提
案
を
し

て
い
き
た
い
。
本
市
特
産
の
将
棋

駒
の
ほ
か
、
天
童
温
泉
、
フ
ル
ー

ツ
、
織
田
の
里
天
童
等
の
観
光
資

源
を
活
か
し
、
に
ぎ
わ
い
あ
る
観

光
都
市
天
童
を
目
指
す
。

注　

��

山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
＝
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
地
方
自

治
体
や
観
光
事
業
者
が
連
携
し
て
集

中
的
に
宣
伝
を
行
い
、
全
国
か
ら
の

誘
客
を
図
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
。
来
年

６
〜
９
月
に
か
け
て
山
形
で
開
催
さ

れ
る
。
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改築予定の市立成生公民館

市
職
員
の
育
成
シ
ス
テ
ム
と

評
価
の
あ
り
方
は

市 職 員

愛
宕
沼
周
辺
の
松
枯
れ
対
策
を

舞 鶴 山

水
戸
芳
美
議
員

　
第
一
期
工
事

が
完
成
し
た
愛

宕
沼
を
一
周
で

き
る
親
水
空
間
の
周
り
（
天
童
高

原
の
ム
サ
シ
の
松
の
標
高
６
３
４

㍍
と
ほ
ぼ
同
じ
）
を
散
歩
し
て
み

る
と
、
松
枯
れ
や
杉
林
な
ど
で
景

観
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
舞
鶴
山

一
帯
で
松
枯
れ
が
蔓
延
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、歴
史
的
観
点
か
ら
も
、

舞
鶴
山
全
体
で
保
護
が
必
要
と
思

う
が
、
今
後
の
対
応
は
。

山
本
市
長　
舞
鶴
山
は
、
本
市
の

貴
重
な
森
林
景
観
で
、
憩
い
の
場

や
観
光
資
源
と
し
て
、
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
舞
鶴
山
の
松

く
い
虫
被
害
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

自
然
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、
毎

年
、
春
と
秋
に
被
害
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
春
の
被
害
調
査
で
は
、

４
２
７
本
の
枯
損
が
確
認
さ
れ
、

６
、
７
月
に
伐
倒
駆
除
す
る
予
定

で
あ
る
。
防
除
作
業
は
、
被
害
が

収
束
す
る
ま
で
継
続
し
て
い
く
。

　
今
年
４
月
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し

た
愛
宕
沼
の
親
水
空
間
は
、
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
愛
宕
沼
南

側
、
野
外
音
楽
堂
裏
手
の
杉
林
等

に
つ
い
て
は
、
景
観
的
に
も
一
部

伐
採
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
当

該
土
地
は
字
限
図
の
不
整
合
な
場

所
に
あ
る
た
め
、
今
後
も
所
有
者

確
認
の
調
査
を
行
い
な
が
ら
良
好

な
景
観
形
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

矢
萩
武
昭
議
員

　
市
長
は
、「
日

本
一
の
ま
ち
づ

く
り
」を
掲
げ
、

二
期
目
の
市
政
運
営
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
民
が

最
も
関
心
の
あ
る
職
員
の
意
識
改

革
に
つ
い
て
は
、「
未
だ
道
遠
し
」

の
感
が
あ
る
。「
市
職
員
の
育
成

シ
ス
テ
ム
」と「
評
価
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
本
年
３
月
に
、「
天

童
市
人
材
育
成
基
本
方
針
」
を
策

定
し
、三
つ
の
取
り
組
み
を
柱
に
、

職
員
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。
第

一
は
、
人
を
育
て
る
職
場
環
境
の

整
備
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
密
に
し
、
意
識
改
革
や

能
力
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む

職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
第

二
は
、職
員
研
修
の
充
実
で
あ
る
。

階
層
別
研
修
を
充
実
さ
せ
、
社
会

情
勢
の
変
化
や
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
職
員
育
成
に
努

め
て
い
る
。
第
三
は
人
材
育
成
型

人
事
管
理
の
推
進
で
あ
る
。
人
事

評
価
等
を
実
施
し
、
中
長
期
的
な

人
事
管
理
を
進
め
て
い
る
。

　
人
事
評
価
は
、
全
職
員
の
能
力

評
価
と
業
績
評
価
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
、
地
方
公
務
員
制
度

の
理
念
で
あ
る
成
績
主
義
の
原
則

に
基
づ
き
、
勤
務
実
績
を
正
し
く

評
価
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
り
た
い
。

自
然
環
境
と
共
存
し
た

公
共
施
設
改
築
を

施設改築

松
田
光
也
議
員

　
成
生
地
区
の

公
共
施
設
は
本

市
の
中
で
も
古

く
、
児
童
館
は
４２
年
が
経
過
し
て

い
る
。
小
学
校
の
講
堂
は
大
変
狭

く
、
子
ど
も
た
ち
に
十
分
な
広
さ

の
体
育
館
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。

小
学
校
の
プ
ー
ル
も
間
も
な
く
５０

年
を
迎
え
経
年
劣
化
が
ひ
ど
い
。

市
立
成
生
公
民
館
の
改
築
に
合
わ

せ
て
、
自
然
環
境
を
活
か
し
た
今

後
の
改
築
計
画
を
。

山
本
市
長　
児
童
館
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
策
定
し
た
「
就

学
前
施
設
の
あ
り
方
に
関
す
る
構

想
」
に
基
づ
き
、
今
年
度
、
整
備

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

成
生
児
童
館
に
つ
い
て
は
、
そ
の

な
か
で
方
向
性
を
示
し
た
い
。
今

年
度
、
建
築
予
定
の
天
童
北
部
第

三
学
童
保
育
所
、
成
生
、
津
山
児

童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
、
木
造
建

築
の
設
計
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
木
造
建
築
基
準
等
を
考

慮
し
な
が
ら
、
木
造
の
利
点
を
活

か
せ
る
よ
う
可
能
な
限
り
、
木
質

化
を
図
り
た
い
。

水
戸
部
教
育
長　
成
生
小
の
講
堂

は
や
や
小
さ
め
だ
が
、
学
校
教
育

に
は
支
障
が
な
く
、
不
都
合
は
な

い
。
耐
震
性
も
確
保
さ
れ
て
い
る

の
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
な

が
ら
使
用
し
て
い
き
た
い
。
プ
ー

ル
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塗
装
の

劣
化
、
ろ
過
設
備
等
の
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る
た
め
、
年
次
計
画

に
基
づ
き
改
修
し
て
い
き
た
い
。

　
市
立
成
生
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

平
成
２７
年
度
に
改
築
を
行
い
た
い
。

周
辺
の
公
共
施
設
整
備
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
成
生
の
自
然
環
境
に

配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
改
築
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
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高
齢
者
の
見
回
り
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て

高 齢 者

市
役
所
１
階
ホ
ー
ル
へ

名
誉
市
民
の
掲
額
を

名誉市民

結
城
義
巳
議
員

　
本
市
の
名
誉

市
民
は
、
村
山

祐
太
郎
氏
と
今

野
忠
一
氏
の
２
名
で
あ
る
。

　
村
山
氏
は
あ
の
細
く
て
強
靭
な

ピ
ア
ノ
線
を
発
明
し
て
い
る
。
ま

た
今
野
氏
は
日
本
画
壇
の
巨
匠
と

し
て
、
数
多
く
の
優
れ
た
作
品
を

残
し
て
い
る
。
二
人
の
偉
大
な
業

績
は
本
市
の
名
誉
で
も
あ
り
、
写

真
と
業
績
を
い
つ
も
市
民
の
目
に

と
ま
る
場
所
に
掲
額
す
べ
き
で
な

い
か
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
芸
術
文

化
振
興
へ
の
大
き
な
貢
献
並
び
に

そ
の
卓
越
し
た
人
格
と
社
会
的
実

績
を
称
え
、
平
成
２
年
に
村
山
祐

太
郎
氏
と
今
野
忠
一
氏
の
御
両
名

に
、
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
っ
て

い
る
。

　
以
来
２０
年
以
上
が
経
過
し
、
こ

の
二
人
を
知
ら
な
い
方
が
数
多
く

い
る
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

る
と
、
改
め
て
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
二
人
を
顕
彰
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
市

役
所
１
階
ホ
ー
ル
へ
の
掲
額
も
選

択
肢
の
１
つ
と
し
て
、
本
市
の
名

誉
市
民
の
功
績
を
広
く
、
市
民
が

共
有
し
、
特
に
若
い
世
代
の
探
究

心
、
向
学
心
に
つ
な
が
る
よ
う
な

効
果
的
な
顕
彰
の
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

後
藤
和
信
議
員

　
独
居
老
人
や

高
齢
者
だ
け
の

世
帯
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
昨
年
は
孤
独
死
な
ど

で
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

市
も
対
策
を
講
じ
て
安
否
の
確
認

を
行
っ
て
い
る
が
、
最
も
大
切
な

の
は
、
身
近
な
隣
近
所
や
地
域
住

民
が
、
一
体
と
な
っ
て
高
齢
者
を

見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
構
築
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
、
６５
歳
以

上
の
一
人
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
に

対
し
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し

て
い
る
。
近
年
、
人
感
セ
ン
サ
ー

式
の
機
器
を
導
入
し
、
安
否
確
認

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
た

め
、
今
後
、
先
進
例
を
調
査
し
て

い
き
た
い
。

　
高
齢
者
を
見
守
る
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
県
は
、
民
間
業
者
と
見
守

り
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
例
え
ば
配
達
時
に
異
変
を
感

じ
た
際
、
業
者
が
該
当
市
町
村
に

通
報
し
、
市
町
村
は
、
民
生
委
員

を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
関
係
者
に

見
回
り
を
依
頼
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
近
年
、
支
援
や
見
守
り
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

民
生
委
員
や
福
祉
推
進
員
、
地
域

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
に
よ

り
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
隣

近
所
な
ど
地
域
で
の
協
力
体
制
を

強
化
し
て
い
き
た
い
。

職
員
の
意
識
改
革
と

民
意
把
握
力
強
化

協　　働

茂
木
孝
雄
議
員

　
芳
賀
新
駅
設

置
等
に
つ
い
て

民
意
の
的
確
な

把
握
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
市
役

所
と
地
域
と
の
パ
イ
プ
の
強
化
と

協
働
の
必
要
性
も
増
し
て
い
る
。

「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
や
市

職
員
の
「
地
域
担
当
職
員
制
」
等

の
一
歩
踏
み
込
ん
だ
施
策
で
、
市

民
に
開
か
れ
た
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
に
対
応
す
る
市
政
と
地
域
づ

く
り
を
求
め
た
い
。

山
本
市
長　
自
治
基
本
条
例
と
は
、

自
治
の
基
本
理
念
、
市
民
の
行
政

へ
の
参
加
権
及
び
責
務
、
市
民
と

行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

あ
り
方
な
ど
が
規
定
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
自
治
基
本
条
例
の
制
定

に
は
、
市
民
の
条
例
制
定
に
関
す

る
機
運
の
盛
り
上
が
り
と
合
意
形

成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
な
く

し
て
自
治
基
本
条
例
が
掲
げ
る
理

念
の
実
現
は
困
難
で
あ
る
。

　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。
第
六
次
天
童
市
総
合
計
画

に
お
い
て
も
、
市
民
参
画
の
ま
ち

づ
く
り
を
掲
げ
、
地
域
づ
く
り
委

員
会
活
動
や
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

な
ど
を
通
じ
て
、
市
政
参
画
や
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
今
後
も
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
た
め
、
現
時
点
で
の

自
治
基
本
条
例
制
定
は
考
え
て
い

な
い
。

　
今
後
、自
治
会
等
だ
け
で
な
く
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
「
新
し
い
公
共
」
の

担
い
手
が
、
行
政
と
一
体
と
な
っ

て
社
会
的
活
動
を
行
う
こ
と
も
重

要
と
な
っ
て
く
る
た
め
、
市
民
参

画
や
協
働
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
市
職
員
の
地
域
活
動
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
職
員
が
地
域
で
、
消

防
団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
内
会
等
に
参

加
し
て
い
る
。
今
後
も
、
市
職
員

が
市
民
の
一
人
と
し
て
、
地
域
活

動
に
参
画
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
市
民
が
地
域
活
動
や
市
政

へ
参
画
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て

い
き
た
い
。
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学級活動の様子

就
学
援
助
制
度
へ
の

対
応
と
対
策

就学援助

市
長
給
与
の
減
額
継
続
を

市長給与

狩
野
佳
和
議
員

　
市
長
は
、
一

期
目
の
選
挙
公

約
で
市
長
給
与

の
３０
㌫
削
減
を
掲
げ
当
選
し
た
。

平
成
２１
年
２
月
に
は
給
与
を
３０
㌫

減
額
す
る
特
例
条
例
を
提
出
し
実

行
し
た
。
二
期
目
は
無
投
票
で
当

選
し
た
が
、
今
ま
で
の
６
カ
月
の

間
に
給
与
を
減
額
す
る
特
例
条
例

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
市
長
就

任
中
は
そ
の
公
約
を
継
続
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

山
本
市
長　
一
期
目
の
私
の
給
与

は
、
平
成
２１
年
３
月
以
降
、
給
料

月
額
の
３０
㌫
及
び
退
職
手
当
の
３０

㌫
を
減
額
し
て
い
た
。
こ
の
減
額

の
特
例
条
例
は
、減
額
の
期
間
が
、

任
期
ま
で
の
平
成
２４
年
１２
月
２５
日

ま
で
で
あ
っ
た
。

　
市
長
選
の
公
約
に
基
づ
く
こ
の

給
与
の
減
額
は
、
私
の
政
治
姿
勢

と
し
て
、
市
役
所
改
革
、
行
財
政

改
革
を
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
進
め

た
い
考
え
か
ら
決
断
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
一
期
４
年
を
経
過
し
、
市
役
所

改
革
や
行
財
政
改
革
に
一
定
の
成

果
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
市
長

の
給
与
は
、
私
個
人
だ
け
の
問
題

で
は
な
く
、
様
々
な
面
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
も
考
慮
し
て
、
二
期

目
の
市
長
の
給
与
に
つ
い
て
は
、

条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り

の
額
と
し
て
い
る
。

石
垣
昭
一
議
員

　
生
活
保
護
基

準
の
引
き
下
げ

に
連
動
し
て
、

就
学
援
助
の
基
準
も
引
き
下
げ
ら

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
援
助
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
世
帯
が
広
が
れ
ば
、

子
ど
も
の
教
育
権
・
発
達
権
を
奪

う
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
影

響
と
と
も
に
、
社
会
全
体
の
損
失

で
あ
る
。
就
学
を
ま
す
ま
す
困
難

に
す
る
と
思
う
が
、
そ
の
対
応
と

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

水
戸
部
教
育
長　
「
要
保
護
児
童

生
徒
援
助
費
補
助
金
」
の
対
象
者

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
国
は
５
月

に
「
平
成
２５
年
度
の
生
活
保
護
基

準
の
見
直
し
に
よ
る
影
響
を
受
け

な
い
よ
う
、
年
度
当
初
に
要
保
護

者
と
し
て
就
学
支
援
を
受
け
て
い

た
者
で
、
特
に
困
窮
し
て
い
る
と

市
町
村
が
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
対
象
者
と
し
て
同
様
の

取
扱
い
と
す
る
こ
と
。」
と
改
正

し
た
。
ま
た
、
準
要
保
護
者
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ら
の
国
の
取
組
み

を
踏
ま
え
、
各
自
治
体
で
判
断
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
県
や

近
隣
市
町
と
情
報
交
換
を
行
い
、

生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
が
行
わ

れ
て
も
、
現
在
、
就
学
援
助
を
受

け
て
い
る
児
童
生
徒
が
影
響
を
受

け
な
い
よ
う
、
基
準
の
見
直
し
も

視
野
に
入
れ
て
対
応
し
た
い
。

Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
導
入
と

市
の
支
援
を

教　　育

海
鋒
孝
志
議
員

　
い
じ
め
や
学

級
崩
壊
な
ど
を

事
前
に
把
握
す

る
手
法
と
し
て
、
Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
が

有
効
と
さ
れ
、注
目
さ
れ
て
い
る
。

少
な
い
費
用
で
、
学
級
の
状
態
を

把
握
で
き
、
先
生
方
の
指
導
に
も

役
立
つ
Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
を
市
内
の
全

小
中
学
校
で
導
入
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。
他
の
自
治
体
の
学
校

で
の
導
入
状
況
も
併
せ
て
伺
い
た

い
。

水
戸
部
教
育
長　
Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
は
、

学
級
診
断
尺
度
調
査
で
、
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
登

校
に
至
る
可
能
性
の
高
い
児
童
生

徒
、
い
じ
め
被
害
を
受
け
て
い
る

可
能
性
の
高
い
児
童
生
徒
を
早
期

に
発
見
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
単
に
こ
の
テ
ス
ト
を

行
う
だ
け
で
な
く
、
ど
う
指
導
に

生
か
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
教
師
が
Ｑ
Ｕ
の

効
果
的
な
活
用
法
を
学
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
日
常
の

観
察
や
面
談
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に

よ
り
し
っ
か
り
と
学
級
や
児
童
生

徒
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
上
に
お
い
て
こ
そ
、
こ

の
テ
ス
ト
の
活
用
意
義
が
高
ま
る

も
の
と
考
え
る
。

　
テ
ス
ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

予
算
的
な
課
題
も
多
く
、
実
施
で

き
な
い
学
校
も
あ
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
県
内
で
も
実
施
し
て
い
る

市
町
村
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
各
学
校

の
意
見
や
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

導
入
や
支
援
に
つ
い
て
の
調
査
研

究
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。
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し
だ
れ
桜
に
統
一
し
て

区
間
延
長
を

倉 津 川

伊
藤
和
子
議
員

　
天
童
温
泉
し

だ
れ
桜
ま
つ
り

に
足
を
運
ぶ
人

も
増
え
て
き
た
。
た
だ
、
歩あ

ゆ
み

橋
の

下
流
は
花
み
ず
き
と
混
在
し
、
台

無
し
だ
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。
し

だ
れ
桜
に
植
え
替
え
る
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
区
間
が

飛
車
橋
か
ら
市
役
所
前
の
王
将
橋

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
区
間
を
下

流
の
旧
国
道
ま
で
延
長
す
る
考
え

は
な
い
か
。

山
本
市
長　
倉
津
川
緑
地
の
し
だ

れ
桜
に
つ
い
て
は
、
天
童
温
泉
し

だ
れ
桜
ま
つ
り
の
開
催
に
伴
い
、

天
童
の
春
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま

つ
り
区
間
の
旧
国
道
ま
で
の
延
長

に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
の
確
保

や
周
辺
の
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、

課
題
が
多
い
た
め
、
当
面
は
現
在

の
区
間
で
実
施
し
た
い
。

　
現
在
、
倉
津
川
の
歩
橋
か
ら
旧

道
国
道
に
架
か
る
多
嘉
橋
ま
で
の

区
間
に
、
し
だ
れ
桜
に
ま
じ
っ
て

１９
本
の
花
み
ず
き
が
あ
る
。
こ
の

し
だ
れ
桜
と
花
み
ず
き
の
混
在
は
、

以
前
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

今
後
、し
だ
れ
桜
の
植
栽
区
間
を
、

旧
国
道
ま
で
し
だ
れ
桜
に
統
一
し

た
方
が
、
ま
つ
り
の
魅
力
向
上
に

結
び
付
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
花
み
ず
き
を
し
だ
れ
桜
に

植
え
替
え
た
い
。

　
平
成
２５
年
第
１
回
市
議
会
臨
時

会
が
４
月
２５
日
に
開
催
さ
れ
、
専

決
処
分
の
承
認
１
件
、
条
例
等
議

案
４
件
が
審
議
さ
れ
全
会
一
致
で

承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
報
第
１
号　
平
成
２４
年
度
天
童

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

▼
議
第
１
号　
天
童
市
市
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
＝
延
滞
金

の
割
合
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
等
を

改
正
す
る
も
の
。

▼
議
第
２
号　
天
童
市
介
護
保
険

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
＝
市

税
条
例
に
準
拠
す
る
延
滞
金
に
つ

い
て
改
正
を
行
う
も
の
。

▼
議
第
３
号　
天
童
市
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
＝
市
税
条
例
に
準
拠

す
る
延
滞
金
に
つ
い
て
改
正
を
行

う
も
の
。

▼
議
第
４
号　
天
童
市
本
庁
舎
耐

震
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
＝
大
成
建
設
㈱
東
北
支
社

と
約
７
億
２
０
０
０
万
円
で
契
約

締
結
す
る
も
の
。

第
１
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会

　
平
成
２５
年
第
３
回
市
議
会
臨
時

会
が
６
月
２８
日
に
開
催
さ
れ
、
条

例
１
件
が
審
議
さ
れ
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
委
員
会
提
出
議
案
第
１
号　
天

童
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
条
例
の
設
定
に

つ
い
て
＝
市
長
な
ど
の
常
勤
特
別

職
や
一
般
職
員
の
給
与
削
減
に
合

わ
せ
て
、議
員
報
酬
を
議
長
１０
㌫
、

副
議
長
８
㌫
、
議
員
６
㌫
を
平
成

２５
年
７
月
か
ら
平
成
２６
年
３
月
ま

で
の
間
減
額
す
る
も
の
。

議 会 の う ご き
■４月
　１７日　広報委員会
　１８日〜１９日　東北市議会議長会定期総会（議長、副議長、局

長／秋田市）
　２２日　各派代表者会、議会報告・意見交換会（寺津・干布・

荒谷）
　２３日　議会改革特別委員会（議会基本条例について）、議会

報告・意見交換会（蔵増・津山・高擶）
　２４日　議会報告・意見交換会（天童南部・天童北部）
　２５日　議会運営委員会、第１回市議会臨時会、議会報告・意

見交換会（成生・山口・長岡）
　２６日　議会報告・意見交換会（天童中部）

■５月
　２日　市長要請総務教育常任委員会（平成２４年度実施の体罰

調査の概要及び調査結果について）
　８日〜１０日　総務教育常任委員会行政視察（苫小牧市、江別

市、小樽市）、環境福祉常任委員会行政視察（糸島市、
水俣市、鹿児島市）

　１４日　議会改革特別委員会（議会基本条例について）
　１５日　自公・政和会先進地視察（金山町）
　１７日　市長要請環境福祉常任委員会（地域密着型サービス施

設の整備について外）
　２１日〜２２日　全国温泉所在地都市議会議長協議会総会、全国

市議会議長会定期総会（議長、局長／東京）
　２１日〜２３日　経済建設常任委員会行政視察（三原市、廿日市

市、たつの市）
　２４日　市長要請総務教育常任委員会（市ホームページのバ

ナー広告を利用した市内企業・事業所のＰＲについ
て）、市長要請全員協議会（第３セクター等経営状況・
事業計画について外）

　２８日　議会改革特別委員会（議会基本条例について外）
　３０日　議会運営委員会

■６月
　４日　議会基本条例案策定委員会
　７日〜２１日　第２回市議会定例会
　７日　広報委員会
　１０日　議会改革特別委員会（議員定数・議員報酬について）
　１４日〜１５日　さくらんぼトップセールス（議長、市長／東京）
　１７日　各派代表者会
　１８日　各派代表者会、議会基本条例案策定委員会
　２０日　市長要請環境福祉常任委員会（風疹対策の推進について）
　２１日　総務教育常任委員会所管事務調査（選挙投票所の統廃

合に伴う投票率向上策について）、広報委員会
　２５日　議会改革特別委員会（議員定数・議員報酬について）、

議員全員協議会（地方交付税削減に伴う議員報酬につ
いて）、議会運営委員会

　２７日　各派代表者会、議会運営委員会
　２８日　市長要請経済建設常任委員会（観光情報発信強化事業

について）、第３回市議会臨時会

■７月
　３日　広報委員会
　９日　議会改革特別委員会（議員定数・議員報酬について）
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予算特別委員会
平成２５年度一般会計補正予算

１億9４４４万円を
増額補正

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の

自
動
配
信
シ
ス
テ
ム
と
は

委
員　
緊
急
情
報
自
動
配
信
装
置

導
入
業
務
委
託
料
９
６
６
万
円
を

計
上
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
る
の
か
。

危
機
管
理
室
長　
平
成
２２
年
に
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
情
報
を
市
民
へ
エ
リ
ア
メ
ー

ル
で
自
動
配
信
す
る
装
置
を
整
備

す
る
も
の
。
装
置
本
体
価
格
は
７

２
６
万
６
０
０
０
円
、
庁
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
費
が
２
３
９
万
４

０
０
０
円
。
費
用
は
全
額
、
国
が

負
担
す
る
。

田
麦
野
地
域
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

委
員　
社
会
教
育
一
般
に
要
す
る

経
費
２
５
０
万
円
の
内
容
は
。

生
涯
学
習
課
長　
田
麦
野
地
域
内

の
地
域
づ
く
り
や
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
環
境
学
習
に
活
用
す
る
た

め
に
、
田
麦
野
青
壮
年
会
が
移
動

式
炭
焼
き
窯
を
購
入
す
る
費
用
を

助
成
す
る
も
の
。
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
補
助
金
を

活
用
す
る
。

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

と
小
規
模
多
機
能
型
施
設

委
員　
老
人
福
祉
施
設
の
整
備
支

援
に
要
す
る
経
費
が
１
億
５
２
４

０
万
円
と
大
型
補
正
と
な
っ
て
い

る
。
な
ぜ
当
初
予
算
で
計
上
で
き

な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
そ
の
内
容

は
。

社
会
福
祉
課
長　
県
の
内
示
が
５

月
８
日
だ
っ
た
た
め
、
今
回
の
補

正
に
計
上
し
た
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
が
４
３
３
人
と
増
え
続
け
、
認

知
症
の
高
齢
者
が
年
間
１
０
０
人

ず
つ
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
対
応

策
と
し
て
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
２
カ
所
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
施
設
２
カ
所
に

対
し
て
補
助
す
る
も
の
。

農
林
水
産
業
創
意
工
夫

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

委
員　
創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業
費
補
助
金
１
４
０
９
万

９
０
０
０
円
の
事
業
内
容
は
。

農
林
課
長　

農
産
物
生
産
拡
大

と
、
ブ
ラ
ン
ド
立
ち
上
げ
事
業
の

た
め
の
農
作
業
小
屋
等
整
備
に
補

助
金
を
交
付
し
、
創
意
工
夫
に
富

ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る

も
の
。補
助
率
は
３
分
の
１
以
内
。

経
営
体
育
成
支
援
事
業

委
員　
農
業
担
い
手
の
確
保
・
支

援
に
要
す
る
経
費
１
２
０
１
万
６

０
０
０
円
の
事
業
内
容
は
。

農
林
課
長　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
中
心
経
営
体
等

が
融
資
等
を
受
け
、
農
業
用
機
械

等
を
導
入
す
る
際
、
融
資
残
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
経
営
改

善
を
支
援
す
る
も
の
。
補
助
率

は
、総
事
業
費
の
３
分
の
１
以
内
。

　
一
般
会
計
１
億
９
４
４
４
万
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
及
び
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
５9
万
９
０
０
０
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
は
、
予
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
た
後
、
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆主な内容� （単位：千円）
　防災対策に要する経費� ９，６６０
　老人福祉施設の整備支援に要する経費� １５２，４００
　生活保護等の事務に要する経費� １，１３４
　農業振興一般に要する経費� １４，０９９
　農業担い手の確保・支援に要する経費� １２，０１６
　社会教育一般に要する経費� ２，５００

◆主な内容� （単位：千円）
　国民健康保険の一般事務に要する経費� ３７８

補 正 額　　　１億9４４４万円
予算総額　　２０9億6４４４万円

一般会計補正予算（第１号）あらまし

補 正 額　　　　５9万9０００円
予算総額　6７億７6３２万6０００円

国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）あらまし
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６
月
２１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

議
案
１
件
と
請
願
３
件
に
つ
い
て

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
議
案
に
つ
い
て

は
賛
成
多
数
で
可
決
、
請
願
に
つ

い
て
は
３
件
と
も
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

▼�

議
第
１３
号　
天
童
市
職
員
の
給

与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例

の
設
定
に
つ
い
て

〈
反
対
〉
狩
野
佳
和
議
員

　
山
形
市
と
小
国
町
は
職
員
給
与

を
削
減
し
な
い
方
向
で
あ
り
、
県

が
削
減
す
る
意
向
だ
か
ら
、
市
も

同
調
す
る
道
理
は
無
い
。
給
与
削

減
案
を
否
決
し
た
自
治
体
も
あ
る
。

　
市
長
の
給
与
は
就
任
一
期
目
に

３０
㌫
削
減
し
た
が
、
現
在
は
満
額

の
９４
万
円
で
あ
る
。
行
財
政
改
革

に
一
定
の
成
果
が
で
た
と
い
う
が
、

未
だ
道
半
ば
と
考
え
る
。「
先
ず

隗
よ
り
始
め
よ
」
一
期
目
に
約
束

し
た
３０
㌫
削
減
を
先
ず
実
行
す
べ

き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
労
使
交
渉
を
せ
ず
、
強

行
に
議
会
に
提
案
す
る
の
は
、
民

主
主
義
の
根
幹
を
揺
る
が
す
大
き

な
問
題
で
あ
る
。

　
地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
れ
ば

厳
し
い
状
況
に
な
る
が
、
職
員
が

知
恵
を
出
し
効
率
良
く
事
業
を
推

進
し
、
歳
出
削
減
を
す
れ
ば
、
乗

り
切
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

〈
反
対
〉
伊
藤
和
子
議
員

　
地
方
交
付
税
法
で
は
、
地
方
自

治
の
本
旨
を
尊
重
し
、
条
件
を
付

け
ま
た
は
そ
の
使
途
を
制
限
し
て

は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
度
の
職
員
給
与
削
減
を
目
的

と
し
た
地
方
交
付
税
の
減
額
は
、

地
方
交
付
税
法
に
も
反
す
る
と
ん

で
も
な
い
や
り
方
で
あ
る
。

　
５
月
末
の
市
職
員
組
合
と
の
協

議
の
中
で
も
、
必
要
に
応
じ
て
労

使
間
の
交
渉
・
協
議
を
行
う
と

言
っ
て
い
な
が
ら
、
協
議
の
暇
も

な
く
、
今
定
例
会
最
終
日
に
追
加

議
案
と
し
て
提
出
し
た
。
一
番
民

主
的
に
物
事
を
運
ぶ
べ
き
地
方
自

治
体
が
、
十
分
な
協
議
も
せ
ず
に

提
案
し
た
こ
と
は
許
せ
な
い
。

　
地
方
公
務
員
の
給
与
削
減
は
、

地
域
の
給
与
水
準
に
大
き
な
影
響

を
与
え
、
政
府
が
唱
え
る
デ
フ
レ

不
況
脱
却
に
も
逆
行
す
る
も
の
で

反
対
す
る
。

▼�

請
陳
第
１
号　
消
費
税
増
税
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
件

〈
賛
成
〉
伊
藤
和
子
議
員

　
政
府
は
平
成
２４
年
度
末
に
大
型

補
正
を
組
み
、
景
気
を
回
復
し
よ

う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
が
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
効
果
は
、
ご

く
一
部
の
人
は
良
く
な
っ
た
が
、

給
与
も
増
え
ず
、
雇
用
も
生
ん
で

い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
急
激

な
円
安
に
よ
る
諸
物
価
の
値
上
が

り
は
生
活
や
経
営
を
直
撃
し
、
暮

ら
し
が
大
変
に
な
っ
て
い
る
、
営

業
で
き
な
い
と
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
は
、
９

月
に
経
済
状
況
を
判
断
し
、
来
年

４
月
か
ら
の
増
税
に
ゴ
ー
サ
イ
ン

を
出
す
付
帯
決
議
が
あ
る
。
こ
の

経
済
状
況
の
中
で
、
消
費
税
が
増

税
に
な
れ
ば
、
景
気
が
悪
化
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
市
民
の
暮
ら
し
の
現
状
か
ら
そ

う
し
た
声
を
届
け
る
の
が
地
方
議

会
の
役
割
で
あ
り
賛
成
す
る
。

▼�

請
陳
第
２
号　
公
的
年
金
２
・

５
％
削
減
の
中
止
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

〈
賛
成
〉
伊
藤
和
子
議
員

　
年
金
は
１０
年
余
り
、
引
き
下
げ

の
連
続
だ
。
そ
の
間
、
医
療
や
介

護
の
保
険
料
負
担
は
引
き
上
げ
ら

れ
、
税
金
も
上
が
っ
た
。
１０
年
前

の
特
例
措
置
を
口
実
に
、
年
金
の

２
・
５
㌫
引
き
下
げ
を
今
年
の
１０

月
か
ら
３
年
が
か
り
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
は
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
に

と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

　
地
方
議
会
へ
の
請
願
は
、
住
民

の
貴
重
な
権
利
で
あ
り
、
こ
う
し

た
市
民
の
切
実
な
声
を
採
択
し
て
、

意
見
書
と
い
う
形
で
、
住
民
の
意

思
を
政
府
に
届
け
、
政
府
に
対
し

て
、
そ
の
施
策
の
改
善
を
迫
る
も

の
で
、
極
め
て
重
要
な
も
の
だ
。

地
方
議
会
は
そ
の
た
め
に
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
公
的
年
金
２
・
５
㌫
削
減
を
中

止
す
る
よ
う
国
に
意
見
書
を
提
出

す
る
請
願
に
賛
成
す
る
。

▼�

請
陳
第
３
号　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反

対
を
求
め
る
請
願

〈
賛
成
〉
石
垣
昭
一
議
員

　
安
倍
政
権
は
、
交
渉
力
で
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
貿
易
ル
ー
ル
づ
く
り
を
リ
ー

ド
し
、
国
益
を
実
現
す
る
と
表
明

し
て
き
た
が
、
事
前
協
議
の
結
果

は
、
こ
の
主
張
に
何
の
根
拠
も
な

討

　論

永年勤続表彰
　５月２２日に東京日比谷公会堂で開催され
た全国市議会議長会定期総会において、永
年勤続として次の方々が表彰されました。
　　◇議員２５年以上（特別表彰）
　　　　　伊藤　和子 議員（Ｓ6２.１０〜）
　　◇議員１５年以上
　　　　　伊藤　護國 議員
� （Ｈ9.２〜Ｈ１５.１、Ｈ１５.１０〜）

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
度
提
出
さ
れ
た
請
願
で
は
、

農
業
生
産
が
３
兆
円
減
少
す
る
と

し
た
政
府
試
算
や
、
山
形
県
が
発

表
し
た
６
６
８
億
円
の
減
少
額
か

ら
し
て
、
農
業
へ
の
打
撃
が
あ
ま

り
に
も
大
き
い
と
、
そ
の
窮
状
を

訴
え
て
い
る
。

　
願
意
を
妥
当
と
す
る
な
ら
ば
、

採
択
し
て
意
見
書
と
し
て
国
へ
送

付
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
先

に
提
出
さ
れ
た
請
願
と
要
旨
が
同

じ
だ
か
ら
と
不
採
択
に
す
る
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
議
会
と
し

て
の
良
識
の
問
題
で
、
ぜ
ひ
議
員

皆
様
の
賛
同
を
賜
り
た
い
。
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提出された議案と結果

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第２号 平成２４年度天童市一般会計予算繰越
明許費の報告について 報　告

報第３号 平成２４年度天童市公共下水道事業会
計予算繰越しの報告について 報　告

報第４号 天童市土地開発公社の経営状況並び
に事業計画の報告について 報　告

報第５号
公益財団法人天童市文化・スポーツ
振興事業団の経営状況並びに事業計
画の報告について

報　告

報第６号 株式会社スポーツクラブ天童の経営
状況並びに事業計画の報告について 報　告

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第７号 平成２４年度天童市情報公開条例の運
用状況の報告について 報　告

議第５号 平成２５年度天童市一般会計補正予算
（第１号）

原案可決
全会一致

議第６号 平成２５年度天童市国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）

原案可決
全会一致

議第７号 天童市天童高原施設の設置及び管理
に関する条例の一部改正について

原案可決
全会一致

議第８号 天童市放牧場の設置及び管理に関す
る条例の一部改正について

原案可決
全会一致

議第９号 天童市空き家等の適正管理に関する
条例の設定について

原案可決
全会一致

議第１０号 天童市市営住宅条例の一部改正につ
いて

原案可決
全会一致

議第１１号 天童市新型インフルエンザ等対策本
部条例の設定について

原案可決
全会一致

議第１２号 ゲレンデ整備車の取得について 原案可決
全会一致

議第１３号 天童市職員の給与の臨時特例に関す
る条例の設定について

原案可決
賛成多数

第１回臨時会（４月２５日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１号
平成２４年度天童市一般会計補正予算
（第９号）の専決処分の承認を求め
ることについて

承　認
全会一致

議第１号 天童市市税条例の一部改正について 原案可決
全会一致

議第２号 天童市介護保険条例の一部改正につ
いて

原案可決
全会一致

議第３号 天童市後期高齢者医療に関する条例
の一部改正について

原案可決
全会一致

議第４号 天童市本庁舎耐震改修工事請負契約
の締結について

原案可決
全会一致

第３回臨時会（６月２８日）〈委員会提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果
委員会提出
議案第１号

天童市議会議員の議員報酬の臨時
特例に関する条例の設定について

原案可決
全会一致

第２回定例会（６月７日〜２１日）〈市長提出議案〉

議案等に対する議員の賛否一覧表（賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致。）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
武
田
正
二

水
戸
芳
美

遠
藤
敬
知

茂
木
孝
雄

村
山
俊
雄

狩
野
佳
和

松
田
光
也

矢
萩
武
昭

山
口
桂
子

海
鋒
孝
志

木
村
竹
虎

赤
塚
幸
一
郎

結
城
義
巳

後
藤
和
信

山
崎　
諭

石
垣
昭
一

小
松
善
雄

鈴
木
照
一

伊
藤
護
國

淺
井
健
一

伊
藤
和
子

水
戸　
保

清 清 清 市 清 市 政 清 清 市 無 市 政 政 清 共 清 清 清 政 共 無

議第１３号

天童市職員の給与の臨時
特例に関する条例の設定
について
（国からの要請に伴い、７月か
ら来年３月までの間の支給給与
を、市長等の常勤特別職１０％、
一般職３〜７．５％減額するもの。）

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

請陳第１号 消費税増税の中止を求める意見書採択の件 × × × × × ○ × × × × × × × × × ○ × × × × ○ 議

請陳第２号
公的年金２.５％削減の中
止を求める意見書提出に
関する請願

× × × × × ○ × × × × × ○ × × × ○ × × × × ○ 議

請陳第３号 ＴＰＰ参加反対を求める請願 × × × × × ○ × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × ○ 議

※ ○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない）
※ 会派（採決時）：清＝清新会、政＝自公・政和会、市＝市民クラブ、共＝日本共産党天童市議団、
　　　　　　　　　無＝会派に属さない議員

平成25年 8 月 1 日発行 （10）



特 集

議
会
で
は 

⑰

に
つ
い
て

政
務
活
動
費

■
政
務
活
動
費
と
は

　
政
務
活
動
費
と
は
、
地

方
自
治
法
に
基
づ
き
、
市
長
が
議
員

の
市
政
に
関
す
る
調
査
研
究
そ
の
他

の
活
動
に
資
す
る
た
め
の
必
要
な
経

費
の
一
部
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
平

成
２５
年
３
月
、
名
称
が
「
政
務
調
査

費
」
か
ら
「
政
務
活
動
費
」
に
改
ま

り
、
４
月
か
ら
適
用
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
も
、
要

請
・
陳
情
活
動
な
ど
が
加
わ
り
、
使

途
を
条
例
で
定
め
る
と
と
も
に
、
一

層
、
透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
天
童
市
議
会
で
は
、
昨
年
か
ら
議

会
だ
よ
り
に
お
い
て
、
収
支
報
告
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
会
派
（
１
人
会
派
を

含
む
）
に
対
し
て
、
所
属
議
員
１
人

当
た
り
月
１
万
３
０
０
０
円
（
年
額

１５
万
６
０
０
０
円
）
を
、
４
月
に
交

付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
受
け
た
会

派
は
、
年
度
終
了
後
に
収
支
報
告
を

議
長
に
提
出
し
、
不
用
額
は
返
還
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
２４
年
度
分
の
収
支
報
告
の
内

容
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

会派（議員）名 人数
（人）

交付額
（円）

使　　　　途（円） 返還額
（円）調査研究費 資料作成費 資料購入費 合　　計

清新会（※） １０ １，６５１，０００ １，４３０，５００ １０，７７５ ０ １，４４１，２７５ ２０９，７２５
自公・政和会 ４ ６２４，０００ ５８９，９６９ ４１７ ０ ５９０，３８６ ３３，６１４
民主市民クラブ ３ ４６８，０００ ２９７，４７５ ９９９ ３４，０５０ ３３２，５２４ １３５，４７６
水戸　　保 １ １５６，０００ ８４，７８０ ０ ４７，６００ １３２，３８０ ２３，６２０
伊藤　和子 １ １５６，０００ ０ ０ ０ ０ １５６，０００
石垣　昭一 １ １５６，０００ ０ ０ ０ ０ １５６，０００
赤塚幸一郎（※） １ ６５，０００ ０ ０ ２，０００ ２，０００ ６３，０００
茂木　孝雄 １ １５６，０００ ９９，６１６ ０ ８８，２００ １８７，８１６ ０
合　　計 ２２ ３，４３２，０００ ２，５０２，３４０ １２，１９１ １７１，８５０ ２，６８６，３８１ ７７７，４３５

◆別表　平成２４年度政務調査費

清
新
会

７月３１日
　　〜８月２日

北海道栗山町 議会改革について（議会基本条例の制定経過と実践状況）
北海道網走市 議会改革について（議会活性化特別委員会の取組み状況）
北海道千歳市 千歳市の防災対策について（防災学習交流センター等）

２月４日〜５日 群馬県館林市 市街地活性化と観光振興について（「下町夜市」）
茨城県土浦市 議会改革について（議会改革推進委員会と基本条例改正）

自
公
・
政
和
会

７月１０日〜１２日
北海道登別市 議会改革の取組みについて（議会改革の状況等）
北海道苫小牧市「ゼロごみのまち とまこまい」（ゼロごみ大作戦の取組み）
北海道旭川市 まちなか活性化交流拠点創出事業について

７月２５日 酒田市 議会報告会の運営について
１０月１８日〜１９日 東京都昭島市 企業訪問

山梨県都留市 自然エネルギーを利用したエコタウンの取組みについて
２月４日〜５日 千葉県柏市 空き家等適正管理条例について

千葉県千葉市 三世代同居等支援事業について
民
主
市
民
ク
ラ
ブ

１０月２５日 東京都千代田区 全国自治体病院経営都市議会協議会 地域医療政策セミナー

１０月２８日〜３０日
滋賀県彦根市 観光・駅前商店街の取組み、ゆるキャラの活用について
滋賀県大津市 Ｏ２（オーツー）健歩運動について
滋賀県大津市 市町村議会議員短期研修
大阪市中央区 地方議会研究会主催セミナー

水
戸　
保
１０月２２日〜２３日 大阪市東淀川区 地方議員研究会主催セミナー

茂
木
孝
雄

５月２４日 東京都千代田区 地域科学研究会主催研修会

１１月２９日〜３０日 東京都渋谷区 日本経営協会講座

◆調査研究費の内容（先進地視察、研修会参加など）

清　新　会 コピー代、事務用品購入
自公・政和会 コピー代
民主市民クラブ コピー代

民主市民クラブ 情報誌購読、書籍購入（１冊）
水戸　　保 書籍購入（８冊）
赤塚幸一郎 書籍購入（１冊）
茂木　孝雄 冊子購読

◆資料作成費の内容 ◆資料購入費の内容

（※赤塚幸一郎議員は年度途中の１１月から清新会から無会派となった。）
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議
会
報
告
・

　
意
見
交
換
会

　
２
回
目
と
な
る
議
会
報
告
・
意

見
交
換
会
を
、
４
月
２２
日
か
ら
２６

日
ま
で
の
５
日
間
の
日
程
で
市
内

１２
カ
所
の
市
立
公
民
館
で
行
い
ま

し
た
。
年
度
初
め
で
忙
し
い
時
期

で
も
あ
り
、
約
２
３
０
名
と
昨
年

よ
り
少
な
い
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
各
地
域
で
出
さ
れ
ま
し
た
議
員

定
数
・
議
員
報
酬
に
対
す
る
現
時

点
で
の
議
員
の
考
え
は
次
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
を

踏
ま
え
て
、
今
後
検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
意
見
・

要
望
に
つ
い
て
は
、
市
長
等
に
文

書
で
送
付
す
る
と
と
も
に
、
市
民

皆
様
の
貴
重
な
声
と
受
け
止
め
、

議
会
に
お
け
る
政
策
立
案
や
政
策

提
言
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
各
会
場
の
報
告
書
（
簡

易
な
会
議
録
）
に
つ
い
て
は
、
当

該
市
立
公
民
館
に
送
付
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
は
全
て
の
報
告
書
が
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　
議
員
に
対
し
て
叱
咤
激
励
な

ど
も
含
め
て
活
発
な
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
定
数
・
報
酬
に
つ

い
て
は
見
直
す
べ
き
と
の
意
見

が
多
く
、
行
政
課
題
に
つ
い
て

は
市
民
病
院
や
国
保
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
西
部
地
域
へ
の
取
り

組
み
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
過
疎

化
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
と

い
う
意
見
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
全
体
的
に
、
議
員
と
し
て

天
童
中
部
・
寺
津
・
山
口

伊
藤
護
國
、
山
崎　
諭
、
後
藤
和
信
、

赤
塚
幸
一
郎
、
狩
野
佳
和
、
遠
藤
敬
知

参加議員
も
っ
と
し
っ
か
り
活
動
す
る
こ

と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　
季
節
的
に
花
見
の
時
期
の
開

催
に
な
っ
た
た
め
か
、
参
加
者

が
少
な
か
っ
た
。
よ
り
多
く
の

市
民
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、

特
に
、
女
性
が
出
席
で
き
る
時

間
な
ど
内
容
を
再
考
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

　
各
会
場
と
も
、
訴
え
な
け
れ

ば
と
メ
モ
を
手
に
発
言
さ
れ
る

姿
に
真
剣
さ
が
伝
わ
り
、
我
々

も
真
摯
に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば

と
の
思
い
を
強
く
し
た
。
気
軽

天
童
南
部
・
津
山
・
荒
谷

伊
藤
和
子
、
木
村
竹
虎
、
山
口
桂
子
、

松
田
光
也
、
水
戸
芳
美

参加議員
に
座
談
会
の
よ
う
に
話
し
合
え

る
場
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
３
カ
所
の
会
場
と
も
参
加
者

が
思
っ
た
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。

周
知
が
徹
底
し
な
か
っ
た
も
の

と
反
省
し
て
い
る
。

　
参
加
者
の
話
を
伺
う
と
、
沢

山
の
市
民
が
「
天
童
市
議
会
会

議
録
」
を
見
て
い
な
い
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
会
場
で
は
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山

形
の
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
問
題
や
、

芳
賀
地
区
の
開
発
に
係
わ
る
新

駅
設
置
や
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン

高
擶
・
長
岡
・
干
布

結
城
義
巳
、
鈴
木
照
一
、
小
松
善
雄
、

石
垣
昭
一
、
武
田
正
二

参加議員
グ
セ
ン
タ
ー
の
話
題
や
意
見
が

多
く
出
さ
れ
た
。

　
議
会
の
活
動
と
し
て
、
地
域

や
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
広
く

市
民
の
意
見
を
聴
く
「
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
」
は
、
今
回

で
２
回
目
の
開
催
で
あ
っ
た
。

　
参
加
人
数
に
つ
い
て
は
残
念

な
数
字
で
あ
っ
た
。
開
催
時
期

や
周
知
の
方
法
を
含
め
、
先
進

例
に
学
び
な
が
ら
改
善
の
方
法

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
議
員
定
数
・
報
酬
を
は
じ
め
、

市
役
所
と
町
内
会
と
の
関
係
や

天
童
北
部
・
成
生
・
蔵
増

淺
井
健
一
、
海
鋒
孝
志
、
矢
萩
武
昭
、

村
山
俊
雄
、
茂
木
孝
雄

参加議員
芳
賀
地
区
の
新
調
整
池
な
ど
の

意
見
が
あ
っ
た
。
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■男性　■女性　■未記入

89％ 8％

3％

89％ 8％

3％

■長かった  ■ふつう  ■短かった  ■未記入

5％ 78％ 11％ 6％5％ 78％ 11％ 6％

■30歳代  ■40歳代　  ■50歳代  ■60歳代
■70歳代  ■80歳以上  ■未記入

14％ 60％ 16％

4％

2％ 1％

5％

14％ 60％ 16％

4％

2％ 1％

3％

■多い　■ふつう　■少ない　■未記入
2％

73％ 20％ 5％

2％

73％ 20％ 5％

■分かりやすかった　■どちらとも言えない
■分かりにくかった　■未記入

34％ 48％ 6％ 12％34％ 48％ 6％ 12％

■評価する　　■どちらとも言えない
■評価しない　■未記入

50％ 37％

4％

9％50％ 37％

4％

9％

議員定数・議員報酬について
議員定数、議員報酬に関する基本的な考え方は、現在、
議会改革特別委員会で協議中です。

市民の意見 議員の意見

議
員
定
数

地域代表の１３名
（９名削減）
（蔵増）

・�市政に民意が伝わらなくなるこ
とが危惧されるので反対。
・�選挙区が１つであり、選挙の結
果議員のいない地域が出る可能
性がある。
・�町内会・自治会と連携を密にす
れば可能であり、賛同できる。

定数２〜４名減
（天童中部、津山、
高擶）

・�削減数に根拠がない。
・�今の３常任委員会を維持してい
くのには無理がある。

現状維持
（２２名）
（天童南部、天童
中部、天童北部）

・�今の３常任委員会で、各常任委
員が７名という、平成１９年に削
減した現在の議員定数は妥当で
ある。

議員を増員（報酬
の総額を変更しな
いで）（津山）

・�市の人口も減少するなか、増員
は考えられない。

議
員
報
酬

報酬の削減
（天童南部、津山、
高擶、荒谷）

・�議員はボランティアではない。
また、生活に余裕のある方しか
議員になれなくなる恐れがあり、
ある程度の保証は必要であり削
減には反対である。

期末手当の削減・
廃止（天童南部、
寺津、高擶）

・�期末手当の４０㌫加算等について
は、今後検討していく。

現状維持
（天童南部、天童
中部、寺津）

・�定例市議会や臨時市議会、常任
委員会、特別委員会などの出席
以外にも、日頃から議員活動を
行っており、現在の議員報酬は
妥当である。

働いてもらえれば、
増額でも良い
（山口）

・�現在は増額する状況にはない。

日当制で良い
（長岡）

・�議員は、議会本会議、委員会以
外にも日常活動をしており、日
当制は馴染まない。
・�報酬は、議員の活動に対する対
価であり、賛同できる。

市長へ文書で伝えました。（市政に対する意見・要望）
　天童市スポーツ振興基本計画が作成されたが、その
基本計画を誰が進めていくのか不明である。プロスポー
ツの支援は見えやすいが、子どもから高齢者まで、いか
にスポーツに参加するのかが大事。文化スポーツ課が新
設されたが、スポーツ日本一を謳うなら特化した部署を
設けるべきと考える。（天童南部）
　芳賀地区にも病院が進出するようだが、市民病院の内
容を充実させて機能を強化する必要がある。赤字の解消
を要望する。（天童中部）
　市老人クラブ連合会が５０周年を迎えるが、会員も減少
するなかで、現在の市からの補助４０万円では苦しいので
増額をお願いする。（成生）
　高速道路を挟んで東西が分断され、西部地区には「ゆ
ぴあ」以外なにもない。公共施設を西部にもっと増やし
てほしい。（寺津）
　日本一の第一中学校が完成するが通学路は日本一悪い。
国体の時から青写真のままである。地元から要望しても
予算が無いと断られる。天童高原よりも通学路に予算を
向けて整備してほしい。（津山）
　県道２８１号線にカーブミラーを早急に取り付けてほしい。
（山口）
　イオンのような大型店も良いが、高齢者の買い物難民
がいる。商店街と高齢者への対策を考えてほしい。（高擶）
　側溝汚泥に放射能物質があり土砂に触るなと言われて
いるが、側溝に水が溜まるし、蚊が発生して困っている。
（長岡）
　市で行っている予防接種は平日だと受けたくても受け
られない方が多い。ぜひ、土日に受けられるようにして
もらいたい。（長岡）
　芳賀新駅構想について５億円もかけて市民にメリット
があるのか。必要性を住民投票するべきである。（干布）
　山形県全体でみれば天童市の財政はまだ良い方だと思
うが、これから高齢者社会に入って行く時代でもあるし、
ある程度ゆとりのある市政をして欲しい。例えば、嘱託
員の報酬も、もっと減額して良いのではないかと思う。
（荒谷）
市政への意見・要望はこの他数多く出されましたが、紙
面の関係で一部のみの掲載となりました。出された意見・
要望は全て市長に文書で伝えてあります。

選挙管理委員会へ文書で伝えました。
　投票所が減らされて困る。交通弱者は投票に
行けなくなると心配している。経費削減という
が他にも無駄があるはず。（天童南部）
　投票所削減で７００万円削減するというが、減
らしたら投票率は下がるのではないか。（蔵増）
　投票所削減は区長の了解を得たと言っている
が、了解していない。（蔵増）

アンケート集計
〔アンケート回答者数〕� （参加者数は議員の報告書より。）

市　　　　　内
市　
外

未
記
入

合
　計

（
参
加
者
数
）

（
回
収
率
）％

天
童
南
部

天
童
中
部

天
童
北
部

成　
生

蔵　
増

寺　
津

津　
山

山　
口

田
麦
野

高　
擶

長　
岡

干　
布

荒　
谷

未
記
入
計

１４ １２ １２ １１ １５ １０ ２０ ４ １ ２３ １２ １９ ５ １１ １６９ ４ ２ １７５ ２３５ ７４．５

【性　別】

【時間について】

【年　齢】

【資料について】

【分かりやすさ】

【評　価】
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消防指令センターを視察（江別市）

　本市議会では、先進的で魅力ある行
政施策を実施している自治体などへの
視察を行っております。
　行政視察の成果は、市議会の中で、
本市が抱える行政課題の解決や、市へ
の提言等に反映され、今後のまちづく
りに活かされています。
　今回実施した行政視察の内容をご報
告します。

総
務
教
育
常
任
委
員
会
５
月
８
日
〜
１０
日

《
北
海
道
苫と
ま
こ
ま
い

小
牧
市
》

民
間
委
託
等
推
進
計
画

　
苫
小
牧
市
は
、
国
際
港
湾
と
国

際
空
港
の
新
千
歳
空
港
を
擁
す
る

交
通
の
要
衝
で
、
工
業
都
市
と
し

て
発
展
し
て
き
た
。
人
口
は
約
１７

万
３
０
０
０
人
で
あ
る
。

　
民
間
委
託
等
推
進
計
画
の
策
定

の
理
由
と
し
て
、
財
政
の
健
全

化
、
事
務
事
業
の
効
率
化
と
人
的

資
源
の
適
正
配
分
（
職
員
配
置
の

適
正
化
）
を
掲
げ
て
い
る
。
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
担
い
手
と
し

て「
民
が
で
き
る
こ
と
は
民
に
！
」

を
基
本
的
な
考
え
と
し
て
き
た
。

　
平
成
２４
年
度
か
ら
、
学
校
給
食

調
理
業
務
を
民
間
に
委
託
し
て
人

件
費
約
１
億
円
の
削
減
を
見
込
ん

で
い
る
。
本
市
も
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
を
民
間
委
託
す
る
予
定
の
た

め
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

《
北
海
道
江え
べ
つ別
市
》

消
防
活
動
の
取
組
み

　
石
狩
平
野
の
中
央
部
に
あ
る
江

別
市
の
人
口
は
約
１２
万
人
。
札
幌

市
に
隣
接
し
て
お
り
平
坦
な
地
形

で
あ
る
。
消
防
署
員
は
１
３
０
名

で
消
防
団
員
は
２
０
０
名
。
自
主

防
災
組
織
率
は
約
８０
㌫
。

　
平
成
３
年
に
女
性
消
防
団
が
発

足
し
、
現
在
は
１６
人
の
女
性
団
員

が
い
る
。
活
動
は
、
救
急
救
命
講

座
や
火
災
警
報
器
の
設
置
推
進
活

動
、
学
校
な
ど
で
の
火
災
予
防
の

講
師
な
ど
で
あ
る
。
今
年
度
か
ら

女
性
消
防
団
を
結
成
す
る
本
市
と

し
て
は
、
女
性
消
防
団
を
ど
の
よ

う
に
育
成
し
て
き
た
か
参
考
に

な
っ
た
。
少
な
い
消
防
団
員
で
運

営
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
。

《
北
海
道
小お
た
る樽
市
》

財
政
健
全
化
計
画

　
小
樽
運
河
や
石
造
倉
庫
群
等
を

有
す
る
小
樽
市
に
は
、
年
間
約
６

０
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

る
。
人
口
は
約
１３
万
人
で
あ
る
。

　
平
成
１６
年
か
ら
の
三
位
一
体
改

革
で
地
方
交
付
税
が
大
幅
に
減
少

し
、
公
債
費
や
扶
助
費
の
拡
大
、

特
別
会
計
等
へ
の
繰
出
金
が
増
加

し
た
。
平
成
１６
年
度
決
算
で
一
般

会
計
の
「
実
質
収
支
」
が
赤
字
に

転
落
し
財
政
再
建
団
体
と
な
っ
た
。

「
財
政
再
建
プ
ラ
ン
」「
財
政
健
全

化
計
画
」
に
基
づ
く
見
直
し
を
行

い
、計
画
よ
り
２
年
早
く
平
成
２２
年

度
に
、
財
政
再
建
団
体
か
ら
抜
け

出
し
た
。
将
来
を
見
据
え
た
健
全

な
財
政
の
維
持
が
大
切
と
感
じ
た
。

《
福
岡
県
糸い
と
し
ま島
市
》

公
立
保
育
所
民
営
化

　
玄
界
灘
に
面
し
、
脊
振
山
系
と

田
園
の
糸
島
市
は
平
成
２２
年
合
併

に
よ
り
誕
生
し
た
人
口
約
１０
万
人

の
市
で
あ
る
。
民
設
民
営
の
保
育

園
は
１３
カ
所
あ
り
、
公
設
保
育
所

は
、
平
成
１９
年
２
カ
所
、
平
成
２０

年
１
カ
所
と
民
営
化
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。
今
後
平
成
２７
年
、
２９
年

に
も
民
営
化
を
進
め
る
予
定
で
、

３
カ
所
で
年
間
約
８
０
０
０
万
円

の
財
源
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

市
と
保
護
者
と
委
託
先
の
三
者
協

議
会
を
継
続
し
て
開
催
し
て
き
た

こ
と
が
民
営
化
を
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
て
き
た
原
動
力
だ
っ
た
。
話
し

合
い
を
重
ね
理
解
を
深
め
な
が
ら

進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

《
熊
本
県
水み
な
ま
た俣

市
》

環
境
モ
デ
ル
都
市

　
有
機
水
銀
の
水
俣
病
で
知
ら
れ

る
水
俣
市
は
人
口
約
２
万
７
０
０

０
人
。
負
の
個
性
を
背
負
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
４
年
に
環
境
モ
デ

ル
都
市
づ
く
り
宣
言
を
行
い
、
水

と
ゴ
ミ
、
食
料
の
３
つ
を
基
本
と

し
て
取
り
組
み
、
平
成
２０
年
に
環

境
モ
デ
ル
都
市
の
一
つ
に
認
定
さ

れ
た
。平
成
２１
年
に
は
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト（
廃
棄
物
ゼ
ロ
）の
ま
ち
づ

く
り
宣
言
と
し
て
、
①
資
源
や
エ

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
５
月
８
日
〜
１０
日

平成25年 8 月 1 日発行 （14）



すこやか子育て交流館を視察（鹿児島市）

景観地区内の休憩所を視察（たつの市）

常任委員会
平成２５年度　常任委員会　行政視察一覧
常任委員会 視察地 視察内容

総 務 教 育

北海道苫小牧市
民間委託等推進計画について
〜給食調理業務委託等
公共施設運営計画について

北海道江別市 消防活動について
〜消防団の活動の取組について

北海道小樽市 財政再建化の取組について
定住自立圏形成協定による取組について

環 境 福 祉
福岡県糸島市 公立保育所民営化について
熊本県水俣市 環境への取組（環境モデル都市）について
鹿児島県鹿児島市 すこやか子育て交流館（りぼんかん）について

経 済 建 設
広島県三原市 中心市街地新規出店支援事業について
広島県廿日市市 定住促進住宅について
兵庫県たつの市 町並み（景観）保全について

経
済
建
設
常
任
委
員
会
５
月
２１
日
〜
２３
日

《
広
島
県
三み
は
ら原
市
》

中
心
市
街
地
新
規
出
店
支
援
事
業

　
広
島
空
港
が
あ
る
三
原
市
は
、

平
成
１７
年
に
１
市
３
町
が
合
併
し

て
新
・
三
原
市
が
誕
生
し
た
。
人

口
は
約
１０
万
人
。

　
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
そ
う
と
、
中
心
市
街
地
の
空
き

店
舗
を
活
用
し
て
商
業
を
営
も
う

と
す
る
者
に
補
助
す
る
事
業
で
、

店
舗
改
装
補
助
金
は
必
要
経
費
の

２
分
の
１
で
上
限
５０
万
円
。
店
舗

賃
借
料
は
月
額
家
賃
の
２
分
の
１

（
最
長
１２
カ
月
）
で
限
度
額
は
１

階
が
月
４
万
円
、
地
階
及
び
２
階

以
上
は
月
３
万
円
。
申
請
件
数
が

平
成
２３
年
度
の
５
件
か
ら
平
成
２４

年
度
は
１１
件
と
大
き
く
伸
び
た
が
、

出
店
申
請
の
折
に
指
導
し
て
意
見

書
を
添
付
し
、
営
業
開
始
後
も
支

援
を
行
う
商
工
会
議
所
の
経
営
指

導
員
の
力
量
と
熱
意
が
大
き
く
影

響
す
る
と
思
っ
た
。

《
広
島
県
廿は
つ
か
い
ち

日
市
市
》

定
住
促
進
住
宅
事
業

　
世
界
遺
産
の
厳
島
神
社
を
抱
え

る
廿
日
市
市
は
、
平
成
の
合
併
で

１
市
３
町
１
村
が
合
併
し
、
人
口

約
１１
万
４
０
０
０
人
。
広
島
市
の

南
に
隣
接
し
、
瀬
戸
内
の
温
和
な

島
々
か
ら
、
積
雪
１
㍍
に
も
な
る

山
間
地
ま
で
の
エ
リ
ア
を
持
つ
。

　
こ
の
事
業
は
、
山
間
部
の
旧
・

吉
和
村
の
村
営
住
宅
を
利
用
し
た

事
業
で
、
家
賃
も
単
身
者
用
で
共

益
費
を
含
ん
で
月
２
万
円
と
安

か
っ
た
が
、
１０
年
間
の
期
間
満
了

後
、
い
か
に
し
て
こ
の
地
区
に
住

ん
で
も
ら
う
か
が
課
題
で
、
働
く

場
の
確
保
が
必
要
と
思
っ
た
。

《
兵
庫
県
た
つ
の
市
》

町
並
み
保
存
事
業

　
平
成
１７
年
に
１
市
３
町
が
合
併

し
た
人
口
約
８
万
１
０
０
０
人
の

た
つ
の
市
は
、
姫
路
市
の
南
に
隣

接
す
る
城
下
町
で
、「
薄
口
醤
油
」

の
醸
造
が
盛
ん
で
あ
る
。

　
兵
庫
県
の
条
例
に
よ
り
、
歴
史

的
景
観
地
区
に
指
定
さ
れ
た
２
つ

の
地
区
内
の
貴
重
な
建
造
物
を
保

存
し
、
歴
史
的
文
化
遺
産
を
守
り

活
か
そ
う
と
す
る
事
業
で
、
修
理

復
旧
の
経
費
を
助
成
（
経
費
の
２

分
の
１
３
０
０
万
円
を
上
限
）
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
建
物
の
新

築
や
改
築
に
厳
し
い
制
限
が
設
け

ら
れ
、
町
割
り
を
壊
さ
な
い
た
め

に
都
市
計
画
道
路
が
造
れ
な
い
等

の
問
題
が
あ
っ
た
。

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
で
き
る
だ
け

減
ら
す
②
暮
ら
し
の
中
で
使
う
も

の
を
で
き
る
だ
け
回
す
③
ご
み
を

限
り
な
く
減
ら
す
④
そ
の
た
め
の

暮
ら
し
や
仕
組
み
を
み
ん
な
で
つ

く
り
支
え
て
い
く—

の
４
点
を
掲

げ
て
い
る
。
家
庭
ご
み
の
２４
分
類

の
高
度
分
別
な
ど
参
考
に
な
っ
た
。

《
鹿
児
島
県
鹿か
ご
し
ま

児
島
市
》

す
こ
や
か
子
育
て
交
流
館

　
桜
島
と
西
郷
ど
ん
で
有
名
な
鹿

児
島
市
は
人
口
約
６０
万
４
０
０
０

人
。す
こ
や
か
子
育
て
交
流
館「
り

ぼ
ん
か
ん
」
は
桜
島
を
臨
む
海
沿

い
に
立
地
し
て
お
り
、
１
日
４
０

０
人
を
超
え
る
利
用
者
で
賑
わ
っ

て
い
た
。
屋
内
の
砂
場
や
水
遊
び

場
、
音
符
の
部
屋
な
ど
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
施
設
で
、
大
き
さ
と
部

屋
の
配
置
が
手
ご
ろ
で
使
い
勝
手

が
良
い
。

　
子
育
て
支
援
の
セ
ン
タ
ー
機
能

を
担
っ
て
お
り
、
子
育
て
支
援
施

設
や
関
係
団
体
と
の
連
携
、
子
育

て
団
体
の
育
成
・
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
健
診
事
業
に
加
え
、

遊
び
・
ふ
れ
あ
い
交
流
・
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
融
合
し

た
施
設
で
あ
り
、
本
市
施
設
の
事

業
の
参
考
と
し
た
い
。

（15） てんどう市議会だより №141
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市
民
の
代
表
と
し
て
、
天
童

市
の
発
展
の
た
め
、
市
民
の
よ

り
豊
か
な
生
活
を
目
指
し
て
活

動
す
る
議
員
の
姿
に
、
い
つ
も

敬
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
に
立
つ
議
員
は
、

そ
の
場
を
迎
え
る
ま
で
の
準
備

が
大
変
で
す
ね
。
市
民

の
要
求
を
把
握
し
て
調

査
し
、
問
題
点
を
整
理

し
た
う
え
で
、
ど
ん
な

ふ
う
に
話
題
を
展
開
し

て
い
く
か
構
想
を
ま
と

め
る
作
業
を
し
て
い
る

姿
に
、
本
当
に
頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。
そ
れ

に
も
ま
し
て
、
市
政
を

預
か
る
市
長
や
執
行
部
に
は
、

並
々
な
ら
ぬ
苦
労
が
あ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
実
際
、
一
般
質
問
の
場
に
な

る
と
、
質
問
す
る
議
員
も
答
弁

に
当
た
る
執
行
部
も
、
最
初
は

原
稿
に
基
づ
い
て
質
問
と
答
弁

を
行
う
の
で
、
短
調
な
や
り
取

り
に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
１
回
目
の
質
問
・
答
弁
の

後
は
、
制
限
時
間
内
で
再
質
問

と
答
弁
を
繰
り
返
し
ま
す
。
質

問
を
終
え
、
最
後
に
納
得
し

て
終
わ
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
疑

問
の
ま
ま
要
求
を
出
し
て
締
め

く
く
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
質

問
時
間
を
残
し
て
質
問
席
を
離

れ
る
議
員
、
質
問
時
間
が
足
り

な
く
て
残
念
な
様
子
の
議
員
と

様
々
で
す
。
質
問
時
間
が
も
う

少
し
長
い
方
が
よ
い
と
思
っ
た

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
議
員
側
に
は
、
選
挙

の
時
に
掲
げ
た
公
約
の

内
容
を
、
議
会
開
会
中

は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
活

動
で
も
継
続
し
て
取
り

組
み
、
次
期
に
堂
々
と

説
明
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
執
行
部
側
は
、
国
や
県

の
方
針
に
関
連
す
る
答
弁
だ
け

で
な
く
、
天
童
市
の
発
展
の
た

め
、
市
民
の
立
場
か
ら
の
施
策

を
創
造
的
に
説
明
し
、
推
し
進

め
て
ほ
し
い
で
す
。

　
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行

部
、
議
員
、
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
、
住
み
よ
い
天
童
を
築

い
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

三澤盛男（80歳・田鶴町）

８月３０日（金）本会議（初日）
９月３日（火）本会議（一般質問）
４日（水）本会議（一般質問）
５日（木）常任委員会
６日（金）常任委員会
９日（月）決算特別委員会
１０日（火）決算特別委員会
１１日（水）決算特別委員会
１２日（木）決算特別委員会
１３日（金）予算特別委員会
１７日（火）予算特別委員会
２０日（金）本会議
２５日（水）本会議
３０日（月）本会議（最終日）

※�請願の締め切りは、８月２２日（木）
正午までの予定です。

※�日程は変更になる場合がありま
す。詳しくは議会事務局までお
問い合わせください。

９月定例会の日程（予定）

●
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
議
会

報
告
・
意
見
交
換
会
」
は
、
今

年
で
２
回
目
の
開
催
と
な
り
、

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

●
市
民
の
皆
様
か
ら
は
、
議
会

に
対
す
る
要
望
・
意
見
よ
り

も
、
市
政
に
つ
い
て
の
要
望
が

多
く
、
報
告
会
の
運
営
方
法
に

つ
い
て
も
、
先
進
例
に
学
び
な

が
ら
一
層
の
工
夫
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

●
７
月
か
ら
、
特
別
職
と
一
般

職
員
の
給
与
削
減
と
同
時
に
、

議
員
報
酬
の
削
減
も
実
施
し
ま

し
た
。

●
６
月
の
猛
暑
や
７
月
の
大
雨

で
、
天
候
が
安
定
し
ま
せ
ん
。

秋
の
実
り
と
経
済
活
動
の
活
性

化
に
よ
る
「
景
気
回
復
」
を
祈

念
し
た
い
も
の
で
す
。

《
広
報
委
員
会
》

　
委
員
長　
狩
野　
佳
和
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昭
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子
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武
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正
二

編
集
後
記

発
行　
天
童
市
議
会　
山
形
県
天
童
市
老
野
森
一
丁
目
１
番
１
号　
電
話
０
２
３
（
６
５
４
）
１
１
１
１

編
集　
天
童
市
議
会
広
報
委
員
会　
印
刷　
大
場
印
刷
株
式
会
社

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。

住みよい天童市を
目指して

請願・陳情の結果

会議録をご覧ください

　今定例会で審査された請願・陳情は３件で、所管常任委員会
で審査したあと、本会議で採決が行われました。結果は次のよ
うになりました。

　市議会の会議録は、図書館と市立公民館に備えてあります。一般
質問に対する市長や教育長等の答弁のほか、予算・決算特別委員会
における質疑と答弁が全て記載されています。ぜひ、ご覧ください。
天童市議会のホームページにも掲載していますので、ご覧ください。

（議員の賛否は１０ページに掲載してあります。）

件　　　　名 提　出　者 付　託
委員会 結　果

消費税増税の中止を求める意見
書採択の件

消費税廃止山形地区各
界連絡会
　代表　佐藤　弘

総務
教育

不採択
賛成少数

公的年金２．５％削減の中止を求
める意見書提出に関する請願

全日本年金者組合
　天童支部　川崎利夫

環境
福祉

不採択
賛成少数

ＴＰＰ参加反対を求める請願
天童市農民組合
　組合長　太田正良
山形食健連
　会長　吉田吉弘

経済
建設

不採択
賛成少数


